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1．渡航先 

 アルジェリア：アルジェ、ガルダイア、コンスタンティーヌ、オラン(現地 CP 面会) 

 フランス：パリ 

2．渡航期間 

 2019 年 10 月 18 日～2019 年 11 月 8 日 

3．プロジェクトの背景 

 本プロジェクトは、筆者の修士研究である「アルジェの旧カスバにおける近代型道路の商

業空間」の執筆に係る現地調査としての位置づけとなっている。本研究においては、①イス

ラームの伝統的な都市空間の中に、フランス植民都市計画によって近代型道路が導入され

る過程の解明、②独立後の近代型道路における店舗(露店・沿道店舗)による商業的空間利用

の様態を明らかにすることの 2 点が目的となっている。これらの目的に対し、植民地期の

都市計画図の通史的分析や、現地調査による近代型道路空間における記録映像の分析を中

心にアプローチしていく。筆者は 2016 年 8 月～2017 年 5 月でのモロッコでの交換留学を

筆頭に、中東・北アフリカ地域を中心に見識を深めてきた。しか

しながら、アルジェリアにおいては、旧宗主国フランスによる都

市計画史・建築史研究が盛んでありながら、独立後の空間形成に

ついては無関心であり、一切触れられていない。また、イスラー

ムの伝統的な旧市街であるカスバは世界遺産にも登録されてい

る非常に歴史的価値の高い地域であるが、隣国モロッコやチュ

ニジアと異なり、保全政策はほとんど行われておらず、建築物の

荒廃・崩壊が進行している。このような問題意識のもと、筆者は

①アルジェの旧カスバ地域(現在のカスバの東隣に位置する新

市街)の近代型道路空間を対象とした現地調査、②研究の背景

を確固とするためのガルダイア、コンスタンティーヌの訪問、

③フランス・パリでの文献調査、以上の 3 点を行った。 

4．目的 

 筆者の修士研究「アルジェの旧カスバにおける近代型道路の商業空間」の執筆に必要な道

路空間の動画データの記録、研究の背景を確率するためのアルジェリア国内の他都市の訪

問、都市計画史研究を行うための都市計画図・文献等の収集、以上の 3 点である。 

図 1：カスバの崩壊した住居跡 

(2019 年 10 月 26 日筆者撮影) 
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5．実施内容 

5ʷ1．映像記録 

 アルジェの旧カスバ地域の近代型道路 4 本を対象に、ア

クションカメラを用いた撮影を行った。各道路につき平日

12:00 から、道路空間全体とそこに展開する店舗が映るよう

に徒歩で東側・西側沿道を往復し撮影した。 

5ʷ2．その他都市での踏査 

 ガルダイアではアルジェで計画を行ったル・コルビュジ

エやフェルナン・プイヨンらがインスピレーションを得た

旧市街の踏査を行った。コンスタンティーヌでは、フランス

植民都市計画により旧市街は一切残存していないことを確

認し、一方アルジェにおいてカスバが計画上保全されてき

た、その特異性を相対化した。 

5ʷ3．文献調査 

 フランス・パリのフランス国立図書館での文献調査により、アルジェの都市計画に関する

計画図 7 点、歴史文献 3 点を入手した。 

6．成果 

 上記 3 つの調査から、近代型道路空間を占用する店舗の様態の可視化、研究背景の確立、

都市計画の通史的分析を行うことができた。特に旧カスバ地域での映像記録においては、映

像からベースマップを作成し、さらにそこへ店舗の占用する領域をプロットする作業を行

った。同時に、店舗のうち 770 件の全ての露店について取り扱う商品を記録し、各道路全

体に占める割合を算出した。その結果、近代型道路はカスバに近いほど宗教的祝祭用品の割

合が高くなり、また露店の扱う商品のジャンルも単一化していくことが分かった。カスバに

近い近代型道路では同一商品を扱う露店の集積もみられた。これらの結果を端緒とし、修士

研究において、近代型道路の形態と店舗の様態の関係性

についてさらに多角的な分析を行っていく予定である。 

図 3：近代型道路に展開する露店の分布の一例(筆者作成)  

図 2：道路空間撮影動画の 1 コマ 

(2019 年 10 月 28 日筆者撮影) 

 

  

 

10m 

露店 
沿道店舗 

ジャンル  ① ② ③ ④

衣料品 41.69% 33.85% 39.27% 2.61%

服飾品 13.79% 18.46% 9.82% 4.35%

小物 2.50% 1.54% 8.00% 0.87%

生鮮品 2.82% 1.54% 0.00% 24.35%

飲食料 3.76% 15.38% 4.00% 0.87%

電子機器 4.39% 0.00% 0.00% 0.00%

布製品 10.97% 6.15% 11.27% 0.00%

化粧品・石鹸 3.76% 1.54% 4.73% 0.00%

キッチン・

食卓用品
4.08% 12.31% 5.09% 0.00%

おもちゃ 1.25% 0.00% 0.36% 0.00%

たばこ 0.63% 0.00% 0.00% 0.00%

日用雑貨 4.70% 3.08% 6.18% 0.00%

その他 4.70% 3.08% 1.45% 2.61%

祝祭用品 0.63% 3.08% 8.73% 64.35%

表 1：各道路での商品別割合(筆者作成) 
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